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(57)【要約】
【課題】構造的に強いジョイント端子等を提供する。
【解決手段】電線が接続される電線接続部１１と、底壁
部の両側より立設された一対の側壁部を有する端子本体
部１２と、一対の側壁部１４，１５の両側より外側に突
出された第１及び第２の接点部２０，２１とを備え、コ
ネクタハウジングの隣りの前記端子収容室に収容された
ジョイント端子１０と互いの第１及び第２の接点部２０
，２１同士が接触されるジョイント端子１０であって、
一対の側壁部１４，１５の前端には、端子本体部１２の
内側に向かってそれぞれ延設され、互いの先端面１６ａ
同士が対向配置された一対の前壁部１６が設けられた。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電線が接続される電線接続部と、底壁部の両側より立設された一対の側壁部を有する端
子本体部と、一対の前記側壁部の両側より外側に突出された一対の接点部とを備え、コネ
クタハウジングの隣りの前記端子収容室に収容されたジョイント端子と互いの前記接点部
同士が接触されることによって隣り合う前記ジョイント端子同士が電気的に接続されるジ
ョイント端子であって、
　一対の前記側壁部の前端には、前記端子本体部の内側に向かってそれぞれ延設され、互
いの先端面同士が対向配置された一対の前壁部が設けられたことを特徴とするジョイント
端子。
【請求項２】
　請求項１記載のジョイント端子であって、
　前記各前壁部は、前記側壁部の前端より折り曲げによって設けられたことを特徴とする
ジョイント端子。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載のジョイント端子であって、
　前記底壁部の前端には、前記端子本体部の前面内側スペースで、且つ、一対の前記前壁
部で塞がれないスペースに配置された補助前壁部が設けられたことを特徴とするジョイン
ト端子。
【請求項４】
　仕切壁によってそれぞれ仕切られた複数の端子収容室と、前記各仕切壁に設けられたス
リットとを有するコネクタハウジングと、
　電線が接続される電線接続部と、底壁部の両側より立設された一対の側壁部を有し、前
記端子収容室に挿入によって収容される端子本体部と、一対の前記側壁部の両側より外側
に突出され、前記スリットに配置される一対の接点部とを有するジョイント端子とを備え
、隣り合う前記端子収容室に収容された前記ジョイント端子の互いの前記接点部同士が接
触されることによって隣り合う前記ジョイント端子同士が電気的に接続されるジョイント
コネクタであって、
　前記ジョイント端子には、一対の前記側壁部の前端より前記端子本体部の内側に向かっ
てそれぞれ配置され、互いの先端面同士が対向配置された一対の前壁部が設けられたこと
を特徴とするジョイントコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタハウジング内に配置された隣り合うジョイント端子同士が電気的に
直接に接続されるジョイント端子、及び、これが用いられるジョイントコネクタに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　この種の従来例として、特許文献１に開示されたものがある。このジョイントコネクタ
５０は、図６及び図７に示すように、コネクタハウジング５１とこのコネクタハウジング
５１に収容される複数のジョイント端子６０とを備えている。尚、図６では、ジョイント
端子６０は、１個のみ記載され、他は省略されている。
【０００３】
　コネクタハウジング５１には、仕切壁５２によってそれぞれ仕切られた複数の端子収容
室５３が設けられている。各仕切壁５２には、スリット５４が設けられている。
【０００４】
　ジョイント端子６０は、電線Ｗが接続された電線接続部６１と、電線接続部６１に一体
に設けられた端子本体部６２と、端子本体部６２に一体に設けられた一対の接点部６３と
を備えている。端子本体部６２は、底壁部６２ａと、左右一対の側壁部６２ｂとから主に
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構成されている、端子本体部６２は、挿入によって端子収容室５３に収容されている。一
対の接点部６３は、一対の側壁部６２ｂの上端より折り曲げることによって形成されてい
る。一対の接点部６３は、左右のスリット５４に配置されている。隣りの端子収容室５３
に収容されたジョイント端子６０の互いの接点部６３同士は、重なり合って密着されてい
る。これにより、隣り合うジョイント端子６０同士は、電気的に接続されている。
【０００５】
　この従来例のジョイントコネクタ５０では、隣り合うジョイント端子６０同士が直接に
電気的に接続されるため、ジョイント端子６０同士を連結する介在導電部材及びこれに付
随する部品が必要ないという利点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開平６－３６２６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、ジョイント端子６０は、底壁部６２ａと一対の側壁部６２ｂと一対の接
点部６３が折り曲げ加工によって一体に形成されるため、端子本体部６２の上面が開放さ
れた形態となるため、端子本体部６２が構造的に弱い。そのため、ワイヤーハーネスの組
み立て時等にあって、例えば端子本体部６２に図７の矢印方向の外力が作用すると、一対
の側壁部６２ｂ同士が突き当たるまで大きく変形する。つまり、塑性変形域まで変形する
ことになり、ジョイント端子６０としての構造を維持できないという問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、前記した課題を解決すべくなされたものであり、構造的に強いジョ
イント端子、及び、これを用いたジョイントコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、電線が接続される電線接続部と、底壁部の両側より立設された一対の側壁部
を有する端子本体部と、一対の前記側壁部の両側より外側に突出された一対の接点部とを
備え、コネクタハウジングの隣りの前記端子収容室に収容されたジョイント端子と互いの
前記接点部同士が接触されることによって隣り合う前記ジョイント端子同士が電気的に接
続されるジョイント端子であって、一対の前記側壁部の前端には、前記端子本体部の内側
に向かってそれぞれ延設され、互いの先端面同士が対向配置された一対の前壁部が設けら
れたことを特徴とするジョイント端子である。
【００１０】
　前記各前壁部は、前記側壁部の前端より折り曲げによって設けることが好ましい。
【００１１】
　前記底壁部の前端には、前記端子本体部の内側に向かってそれぞれ延び、一対の前壁部
の下端面に対向配置された補助前壁部が設けることが好ましい。
【００１２】
　他の本発明は、仕切壁によってそれぞれ仕切られた複数の端子収容室と、前記各仕切壁
に設けられたスリットとを有するコネクタハウジングと、電線が接続される電線接続部と
、底壁部の両側より立設された一対の側壁部を有し、前記端子収容室に挿入によって収容
される端子本体部と、一対の前記側壁部の両側より外側に突出され、前記スリットに配置
される一対の接点部とを有するジョイント端子とを備え、隣り合う前記端子収容室に収容
された前記ジョイント端子の互いの前記接点部同士が接触されることによって隣り合う前
記ジョイント端子同士が電気的に接続されるジョイントコネクタであって、前記ジョイン
ト端子には、一対の前記側壁部の前端より前記端子本体部の内側に向かってそれぞれ配置
され、互いの先端面同士が対向配置された一対の前壁部が設けられたことを特徴とするジ
ョイントコネクタであり。
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【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、一対の側壁部を内側に変形させる方向の外力が作用すると、一対の前
壁部の先端面同士が突き当たる位置まで変形するが、これ以上の過大変形が一対の前壁部
によって阻止される。従って、構造的に強いジョイント端子を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態を示し、ジョイントコネクタの分解斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態を示し、図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】本発明の一実施形態を示し、ジョイント端子の斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態を示し、ジョイント端子の前面図である。
【図５】本発明の一実施形態を示し、ジョイント端子の底面側から見た要部斜視図である
。
【図６】従来例を示し、ジョイントコネクタの分解斜視図である。
【図７】従来例を示し、図６のＢ－Ｂ線の一部拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１６】
　図１～図５は本発明の一実施形態を示す。図１及び図２に示すように、ジョイントコネ
クタ１は、絶縁製のコネクタハウジング２と、このコネクタハウジング２に収容される複
数のジョイント端子１０とを備えている。尚、図１では、ジョイント端子１０は、１個の
み記載され、他は省略されている。
【００１７】
　コネクタハウジング２には、仕切壁３によってそれぞれ仕切られた複数の端子収容室４
が設けられている。各仕切壁３には、スリット５が設けられている。スリット５によって
隣り合う端子収容室４間が連通されている。コネクタハウジング２には、各端子収容室４
に対応する位置にランス６が一体に形成されている。各ランス６は、各端子収容室４に底
面側より突出されている。
【００１８】
　ジョイント端子１０は、図３～図５に詳しく示すように、所定形状の導電性プレートを
曲げ加工して形成されている。ジョイント端子１０は、電線が接続された電線接続部１１
と、電線接続部１１に一体に設けられた端子本体部１２と、端子本体部１２に一体に設け
られた第１及び第２の接点部２０，２１とを備えている。端子本体部１２は、底壁部１３
と、この底壁部１３の両側縁より折り曲げられた左右一対の側壁部１４，１５と、各側壁
部１４，１５の前端より折り曲げられた一対の前壁部１６と、底壁部１３の前端より折り
曲げられた補助前壁部１７とから構成されている。
【００１９】
　端子本体部１２は、挿入によって端子収容室４に収容されている。底壁部１３には、ラ
ンス係止孔１３ａが形成されている。ランス係止孔１３ａには、コネクタハウジング２の
ランス６が係止されている。これにより、ジョイント端子１０が端子収容室４より抜け出
ないよう位置決めされている。
【００２０】
　一対の前壁部１６は、その先端面１６ａ同士が所定の間隔を置いて対向配置されている
。所定の間隔は、互いの先端面１６ａ同士が突き当たる位置まで一対の側壁部１４，１５
が変形した状態では、塑性変形域に達せずに弾性変形域の範囲内とされている。
【００２１】
　補助前壁部１７は、端子本体部１２の前面内側スペースで、且つ、一対の前壁部１６に
よって塞がれないスペースを塞いでいる。
【００２２】
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　第１の接点部２０は、一方の側壁部１４の上端より水平方向に折り曲げられて形成され
ている。第１の接点部２０の高さは、下記する上方接点片部２１ａと下方接点片部２１ｂ
の間の高さに設定されている。第２の接点部２１は、他方の側壁部１５の上端より外側に
向かって水平方向に折り曲げられた上方接点片部２１ａと、第１の接点部２０の内周縁よ
り延設され、他方の側壁部１５より外側に向かって水平方向に延びる下方接点片部２１ｂ
とから構成されている。上方接点片部２１ａと下方接点片部２１ｂは、間隔を置いて平行
に配置されている。第１及び第２の接点部２０，２１は、左右のスリット５に挿入されて
いる。隣り合う端子収容室４に収容されたジョイント端子１０同士は、その第１の接点部
２０が第２の接点部２１の上方接点片部２１ａと下方接点片部２１ｂの間に介在され、重
なり合った状態で密着されている。これにより、隣り合うジョイント端子１０同士は、電
気的に接続されている。
【００２３】
　上記構成において、ジョイント端子１０の一対の側壁部１４，１５を内側に変形させる
方向の外力Ｆが作用すると、一対の前壁部１６の先端面１６ａ同士が突き当たる位置まで
変形するが、これ以上の過大変形が一対の前壁部１６によって阻止される。従って、構造
的に強いジョイント端子を提供できる。
【００２４】
　ここで、互いの先端面１６ａ同士が突き当たる位置まで一対の側壁部１４，１５が変形
した状態では、塑性変形域に達せずに弾性変形域の範囲内とされている。つまり、一対の
前壁部１６の先端面１６ａ同士が突き当たる位置が弾性変形域に設定されている。従って
、ジョイント端子１０の塑性変形域までの変形を確実に防止できる。
【００２５】
　各前壁部１６は、側壁部１４，１５の前端より折り曲げによって設けられている。従っ
て、側壁部１４，１５と前壁部１６の角部がアール形状となるため、ジョイント端子１０
を端子収容室４に挿入する際にスムーズに挿入できる。
【００２６】
　底壁部１３の前端には、端子本体部１２の前面内側スペースで、且つ、一対の前壁部１
６で塞がれないスペースに配置された補助前壁部１７が設けられている。従って、ジョイ
ント端子１０の抜き治具（図示せず）が端子本体部１２内に誤挿入される事態を防止でき
る。又、補助前壁部１７は、一対の前壁部１６の下端面１６ｂに対向配置されているため
、一対の側壁部１４，１５の変形時における一対の前壁部１６の過剰変移を補助前壁部１
７との突き当たりによっても防止できる。
【符号の説明】
【００２７】
　１　ジョイントコネクタ
　２　コネクタハウジング
　３　仕切壁
　４　端子収容室
　５　スリット
　１０　ジョイント端子
　１１　電線接続部
　１２　端子本体部
　１３　底壁部
　１４，１５　側壁部
　１６　前壁部
　１６ａ　先端面
　１６ｂ　下端面
　１７　補助前壁部
　２０　第１の接点部（接点部）
　２１　第２の接点部（接点部）
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